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１． はじめに 

電源管理製品の Web ツールは Web ブラウザから Java アプレット機能を利用しています。 

2017 年 9 月、Java の新バージョンとなる Java9 がリリースされました。このバージョンから Java アプレット

機能が非推奨※となることがアナウンスされ、将来 Java アプレット機能は使用できなくなる予定です。 

現在電源管理製品のWebツールを使用されて、PCにインストールされている Javaの使用方法が以下のよ

うな場合は、電源管理製品のプログラムのアップデートをご検討ください。 

・使用中の Java を将来 Java9 へバージョンアップする予定がある場合。 

・Java の自動アップデート機能が有効にされている場合。 

電源管理製品のプログラムのアップデートを行うと Java アプレットの代わりに、Java Web Start 機能を使用

して Web ツールを表示するように変更されます。（Java Web Start 機能は、Web ブラウザから Java アプリケ

ーションを起動する機能です。Java をインストールすると一緒にインストールされます。） 

 

２． Java Web Start 機能に対応したプログラムへの変更について 

Java Web Start 機能に対応したプログラムをご利用になると、従来の Java アプレット機能を使用した場合と

画面表示される状態が変わります。 

Java アプレット表示（従来版） Web ブラウザ画面の中に Web ツールが表示。（図 2-1） 

Java Web Start 対応表示 Web ツールは Web ブラウザから別画面で表示。（図 2-2） 

    表１：Java アプレット（従来版）と Java Web Start 対応版での表示の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図2-1：Javaアプレット表示の場合は、Webブラウザ

の画面内に Web ツールが表示 
図 2-2：Java Web Start 表示の場合は、Web ブラウ

ザから別画面で Web ツールが表示 

Java Web Start 機能を使用した場合でも、画面の表示内容、操作方法、機能に変更はありませんの

で、従来の Java アプレット表示と同じように使用することができます。 
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３． 電源管理製品の Java Web Start 対応状況と確認について 

お使いの製品が Java Web Start 対応になっているかは、製品のプログラムバージョンで確認します。 

以下の表は、Java Web Start に対応済みと未対応のプログラムバージョン一覧です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２：電源管理製品の Java Web Start 対応バージョン一覧（１／２） 

製品名 Java Web Start 対応バージョン 未対応バージョン 

LAN インタフェースカード 

 IPv6 対応 LAN インタフェースカード： 

PRLANIF011～014、PRLANADP011/012、

PRLANBOX011/012 

P0010533C（ROM） 

P0010534C（WEB：管理ツール） 

P0010705C（WEB：表示ツール） 

P0010533B 以前 

P0010534B 以前 

P0010705B 以前 

IPv6 非対応 LAN インタフェースカード： 

PRLANIF003～006、PRLANADP001/002、

PRLANBOX001/002 

P0010187K（ROM） 

P0010188F（WEB：管理ツール） 

P0010248G（WEB：表示ツール） 

P0010187J 以前 

P0010188E 以前 

P0010248F 以前 

10M/100M 対応旧製品： 

PRLANIF001/002、PRE11A01、 

PRA11F01、PRASD04-ADP 等の旧製品 

P0001710Y（ROM） 

P0001711N（WEB） 

P0001710X 以前 

P0001711M 以前 

10BASE-T 専用品： 

PRASC04C 等 

P0001206W（WEB） 

P0001262G（WEB） 

P0001206V 以前 

P0001262F 以前 

NetworkPowerManager 

 T11A / T11B 用 P0001892M（ROM） 

P0001893H（WEB） 

P0001892L 以前 

P0001893G 以前 

MT15A / MT15B 用（*1） P0001162R（WEB） 

P0001163F（WEB） 

P0001162P 以前 

P0001163E 以前 

 

  

【プログラムバージョンの確認方法】 

WEB ツールを起動すると、画面右上にプログラムのバージョン情報が表示されます。 

 

 

 
 
 
 
PV Monitor/Monitor K の場合は、「情報」画面からプログラムのバージョン情報が確認できます。 
SANUPS SOFTWARE の場合は、「ヘルプ」→「バージョン」から確認できます。 
 
上記例「ROM Ver：P0010533B」の場合、末尾アルファベット「B」がバージョン番号になります。 
バージョンが上がると「B」→「C」のようになります。 

 



表２：電源管理製品の Java Web Start 対応バージョン一覧（２／２） 

製品名 Java Web Start 対応バージョン 未対応バージョン 

PV Monitor 

 PV Monitor Type C P0010920C（ROM） 

P0010921C（WEB） 

P0010920B 以前 

P0010921B 以前 

PV Monitor E Model P0010481E（ROM） 

P0010482D（WEB） 

P0010481D 以前 

P0010482C 以前 

PV Monitor （従来品） P0002850K（WEB） 

P0002851H（WEB） 

P0002850J 以前 

P0002851G 以前 

Monitor K 

 Monitor K P0010761B（ROM） 

P0010762B（WEB） 

P0010761A  

P0010762A  

IT Monitor 

 IT Monitor 8CH 対応品 P0001814F（ROM） 

P0001817C（WEB） 

P0001814E 以前 

P0001817B 以前 

SANUPS SOFTWARE 

 Ver.3.x Ver.3.0.1 Ver.3.0.0 

Ver.2.x Ver.2.0.2 Ver.2.0.1 以前 

 

４． 電源管理製品のプログラムアップデートについて 

Java Web Start 対応に未対応の製品をお使いの場合、当社のホームページから該当製品の更新プログラ

ムをダウンロードし、アップデートを行うことができます。 

 

＜ダウンロードページへのアクセス方法＞ 

① Web ブラウザから http://www.sanyodenki.co.jp/ へアクセスします。 

② 「ダウンロード」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.sanyodenki.co.jp/


 

③ 「ソフトウェア」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ダウンロードする製品を選択するページが表示されます。 

製品を選択して更新プログラムをダウンロードします。 

 

 

※ダウンロードの方法、製品のアップデートの方法については、各製品のダウンロードページをご参照くだ

さい。 

 

 

－以上－ 

※ 本資料に記載された会社名と商品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。 


